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連携中枢都市圏構想とは

【趣旨・目的】
連携中枢都市となる圏域の中心都市が近隣の市町村と連携し、コンパクト化とネット
ワーク化により「経済成長のけん引」、「高次都市機能の集積・強化」及び「生活関連
機能サービスの向上」を行うことにより、人口減少・少子高齢社会においても一定の圏
域人口を有し活力ある社会経済を維持するための拠点を形成すること。

【連携中枢都市の要件】
指定都市または中核市で、昼夜間人口比率が１以上、かつ三大都市圏の区域外に所在す
ること。
鳥取市を含めて、全国で６１市が該当。

【連携中枢都市圏について】
連携中枢都市となる圏域の中心都市と近隣の市町村が、連携協約（地方自治法（昭和２
２年法律第６７号）第２５２条の２第１項）を締結することにより形成される圏域をい
い、県境を越えて相互に連携することなどが可能となる。１６団体が圏域を形成。

【国からの財政措置】
連携中枢都市及び連携市町村の取組に対して、国から必要な財政措置が講じられる。
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【鳥取県東部1市4町での協定】
○中心市宣言

平成２１年６月 ５日 鳥取県東部1市4町での連携を行うことを宣言

○協定締結

平成２２年３月２９日 鳥取県東部1市4町で締結

【新温泉町との協定】
○中心市宣言

平成２３年９月 ２日 兵庫県新温泉町も加わった１市５町での
連携を行うことを宣言

○協定締結

平成２４年３月３０日 兵庫県新温泉町と締結
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生活機能の強化

○医療・福祉
・自治体病院間の医師の相互派遣
・各自治体病院における
看護職員実習指導者の養成

・鳥取市夜間・休日急患診療所
の運営

○教育
・圏域内博物館施設を学校教育に利用

○産業振興
・鳥取・因幡観光ネットワーク協議会等
に参画し、圏域の観光振興を推進

・山陰海岸ジオパーク推進事業
・鳥取・因幡Ｇバス企画・運行の支援

〇鳥獣害対策の推進
・因幡のジビエ推進協議会の支援

○林業・水産業の振興
○環境
・圏域における生ごみの減量化

○地域活性化
・高等教育機関等と連携した地域活動の推進

結びつきや
ネットワークの強化

○地域公共交通
・広域的なバス路線の支援等、利便性の
高い地域公共交通の構築

・若桜鉄道の存続及び活性化
・鳥取砂丘コナン空港の利便性向上や
利用促進

○ICTインフラ整備及び利活用
・公衆無線LAN(Wi-Fi)ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの整備

○地産地消
・特産品生産促進支援、農産物販路拡大
支援による新たな販路維持・強化・拡大

○交流・移住・定住
・武蔵野市の家族受け入れ事業への参画
などグリーンツーリズムの連携・推進
・圏域内外における出会いの場の創出

○安心・安全のネットワーク強化
・圏域内の災害支援・連携

圏域マネジメント能力
の強化

○中山間地域振興に係る民間
人材の育成

・地域おこし協力隊導入・ネットワーク化

による地域活性化

○圏域内合同職員研修の実施
・研修による職員のスキルアップ、資質
の向上

○圏域内市町の職員交流
・コリドー21因但県境自治体会議等によ
り県境に接する各市町の発展と県境地
域の振興を図る
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鳥取・因幡定住自立圏は、平成２２年度から取組を始め、平
成２８年度で７年を迎えたが、更なる圏域の連携を強化し、圏域
全体の活性化を図ることが必要。

○鳥取・因幡定住自立圏構成市町の合意の上、香美町も加わ
り連携中枢都市圏の形成に向けた勉強会を立ち上げた。

○Ｈ２８年度は、国の委託事業を活用し、圏域の人口動態や
産業構造の分析、アンケート調査等を実施し、具体的な連携
事業を検討する。

●鳥取県東部・兵庫県北但西部の１市６町（麒麟のまち圏域）
によって、本市が中核市へ移行する平成３０年４月の連携中枢都
市圏の形成を目指す。
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○鳥取因幡・兵庫北但西部圏域は、古くから歴
史や文化、生活圏を共有しており、また、山陰
海岸ジオパークと中国山地に囲まれ、豊かな自
然と山海の幸に恵まれた人にやさしい地域であ
る。
○こうした圏域の特性を最大限に活かし、地方
創生に資するため、鳥取因幡・兵庫北但西部の
市町が一体となり、「移住定住の促進と受け入
れ体制の整備」、「観光情報の発信と観光素材
の磨き上げ」等に取り組むことで、圏域全体の
活性化と人口減少対策を図る。

事業の目的

○圏域への観光入込客数：
７，２００千人／年（平成３１年）

【平成26年観光入込客数 6,025千人】

○圏域への移住定住者数：
平成２７～３１年度累計２，８００人

【平成26年度移住定住者数：501人】

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

○広域観光グランドデザインの調査・策定
○海幸山幸観光ルートの創出
○観光ガイドアプリ開発・設置
○Ｗｉ－Ｆｉエリアの拡張
○プロジェクションマッピング作成・上映
○海外プロモーション活動
○圏域自治体観光素材磨き上げ
○首都圏・関西圏移住定住相談会の実施
○関西情報発信拠点の拡充

事業の概要

岩美町

鳥取市

智頭町

若桜町 八頭町

香美町

新温泉町

8

麒麟のまち圏域の連携事業



2016.8/15 読売新聞記事抜粋 9

麒麟のまち圏域の連携事業



10

麒麟のまち圏域の連携事業



現在、実施している新たな広域連携促進事業の結果を踏まえ、

⇒ 関係自治体との合意形成
⇒ 連携中枢都市宣言
⇒ 連携協約に関する議決

【中核市移行後】

⇒ 連携協約の締結、連携中枢都市圏ビジョンの策定
⇒ ビジョンに基づく連携事業の展開
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